
議

案

第

三

号 

 
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改 
 

 
 

 
 

 
正

す

る

条

例

 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

 
 

平

成

二

十

八

年

二

月

十

七

日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改 
 

 
 

 
 

 

正

す

る

条

例

 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条

 

例

第

二

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

十

六

条

の

見

出

し

を

「

（

審

査

請

求

）

」

に

改

め

、

同

条

中

「

処

分

に

」

を

「

処

分

又

は

開

示

等

の

請

 

求

に

係

る

不

作

為

に

」

に

、

「

行

政

不

服

審

査

法

（

昭

和

三

十

七

年

法

律

第

百

六

十

号

）

の

規

定

に

基

づ

く

不

 

服

申

立

て

」

を

「

審

査

請

求

」

に

、

「

当

該

不

服

申

立

て

が

」

を

「

当

該

審

査

請

求

が

」

に

、

「

当

該

不

服

申

 

立

て

に

係

る

処

分

を

取

り

消

す

」

を

「

裁

決

で

、

当

該

審

査

請

求

の

全

部

を

認

容

し

、

当

該

審

査

請

求

に

係

る

 

自

己

情

報

の

全

部

の

開

示

等

を

す

る

」

に

、

「

不

服

申

立

て

に

つ

い

て

決

定

」

を

「

審

査

請

求

に

つ

い

て

裁

決

」

 



に

改

め

、

同

条

を

同

条

第

二

項

と

し

、

同

条

に

第

一

項

と

し

て

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 
こ

の

条

例

の

規

定

に

よ

る

処

分

又

は

開

示

等

の

請

求

に

係

る

不

作

為

に

係

る

審

査

請

求

に

つ

い

て

は

、

行

 
政

不

服

審

査

法

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

六

十

八

号

）

第

九

条

第

一

項

本

文

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

 

 

別

表

第

一

の

十

四

の

項

、

別

表

第

二

の

十

三

の

項

及

び

別

表

第

三

の

二

の

項

中

「

減

免

に

対

す

る

補

助

」

を

 

「

補

助

等

」

に

改

め

る

。

 

 
 

 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

２ 

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

 

条

例

第

二

十

六

条

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

以

後

に

な

さ

れ

た

実

施

機

関

の

処

分

又

は

こ

の

条

例

 

の

施

行

の

日

以

後

に

な

さ

れ

た

開

示

等

の

請

求

に

係

る

実

施

機

関

の

不

作

為

に

係

る

審

査

請

求

に

つ

い

て

適

 

用

し

、

同

日

前

に

な

さ

れ

た

実

施

機

関

の

処

分

に

係

る

不

服

申

立

て

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

 

（

説 

明

） 

 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

 

律

第

二

十

七

号

）

に

基

づ

き

、

区

に

お

け

る

個

人

番

号

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

事

務

等

を

追

加

す

る

ほ

か

、

 

行

政

不

服

審

査

法

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

六

十

八

号

）

の

施

行

を

踏

ま

え

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

 

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


